
 

 

第 37号  平成 30年 12月 1日発行 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、昨年に続き 3 名の利用者の就職が決定し、

当センター恒例の「就職を祝う会」を開催致しました。 

 

■P&C 通信第 34

号で紹介のＡさ

んに続き、2名の

利用者が就職決

定し、すでに入

社し頑張ってい

ます。Ａさんは

持ち前の明るさで周りの社員にも可愛がられ生き生

きと働いています。 

 

■Ｉ君は、

今年 4 月に

特別支援学

校から当セ

ンターに入

所してきま

した。入所

当初は物静

かで少々頼りない印象でしたが、めきめきと能力を高

め、持ち前の真面目さと理解力で難易度の高い訓練メ

ニューも着実にクリアしてきました。8 月に公的機関

のチャレンジ雇用に見事合格し、10月より職員として

働きながら継続雇用を目指します。 

当然のことながら、我々はＩ君の就労定着にむけ、今

後もしっかりとフォローしてまいります。 

 

■同じく今年 4月に特別支援学校より入所のＭ君。常

ににこやかで、誰にでも優しく接することができ、皆

からも慕われておりました。また、真面目で素直な性

格で、訓練メニューも手順通りに着実に行えるように

なり、ハローワークの紹介で、食品加工会社のＫ社の

面接と実習に見事合格し、10月より入社し元気で頑張

っていま

す。先方の

責任者か

らも、「真

面目で、人

柄がよく、

大いに期

待してい

る」との評

価を頂きました。 

 

■また、入所 2年目のＳさんも来年 1月入社の内定を

もらっています。 

さらには、ハローワークの紹介で、Ｓ社にも 2名の利

用者が面接合格し実習へと進んでいます。 

次号で吉報をお知らせできることを願っています。 

就職へ向けた教育訓練の一環として、今年も 3名の利

用者が各 1週間の外部実習を経験。3名全員が、「経験

のない作業ができ新鮮な気持ちで取り組めました」と

良い経験になり、視野もひろがり、有意義であったと

思います。今後も関係機関とよく連携し、利用者の適

性のみきわめと、更なるレベルアップを目指して積極

的に外部実習を取り入れてまいります。 

Ｐ＆Ｃ通信 36 号で掲載の「就労定着支援事業」につ

いて継続して検討してまいりました。事業の全体像は

見えてまいりましたが、実務レベルにおいて、詰め切

れない点がいくつか存在しており、当センターとして

は今年度のスタートは見送り、来年度中のスタートを

目指し引き続き検討してまいります。当然のことなが

ら、既就職者の定着支援活動は従来通り行なってまい

ります。 
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